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WGメンバー
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氏名 所属 役職

日比野 暢子 公益財団法人日本サッカー協会 理事

今井 純子 公益財団法人日本サッカー協会 理事

鈴木 順
公益社団法人日本プロサッカーリーグ
サステナビリティ部 社会連携グループ

グループマネージャー

小野寺 隆彦 一般社団法人日本フットサルトップリーグ 専務理事

島田 真希※ 公益社団法人日本女子プロサッカーリーグ

影山 雅永 公益財団法人日本サッカー協会 技術委員会 ユース育成ダイレクター

山岸 佐知子 公益財団法人日本サッカー協会 審判委員会 副委員長

※WEリーグの担当変更に伴い第3回より参加
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これまでのWGでの検討
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アクセス・フォー・オール（AfA）に関連して、各団体でこれまでできていること、できていないことについて
共有

ジェンダー課題について

LGBTQ・トランスジェンダーについて

障がい者サッカーについて

貧困について

これまでの進捗と今後の進め方についてご報告

①在日外国人について ②これまでの整理

これまでのまとめについて

（11月開催予定） アクセス・フォー・オール宣言の検討

アクセス・フォー・オール宣言に関する決議

第1回WG

第2回WG

第3回WG

第4回WG

第5回WG

7月理事会報告

第6回WG

第7回WG

11月理事会報告

第8回WG

12月理事会決議

本日

Access for All



これまでのJFAの取り組みとアクセス・フォー・オール
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2005年宣言

アクセス・
フォー・オール
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• JFAでは、「JFA2005年宣言」を原点に、時々の社会的背景を踏まえ、これまで目的を
持ってそれぞれのプロジェクトを推進してきた。

• アクセス・フォー・オールでは、近年の国内外の社会的な要請や変化を捉え、これまで
カバーされていなかった分野も含めて、多様な人がサッカーにつながることができるよ
う取り組みを進める。

• 「JFA2005年宣言」の実現に向けてあらためて宣言することで、統括団体としての意
思表示を行うとともに、各都道府県協会、連盟、リーグ、登録チーム等に対してアクセ
スフォーオールの精神を伝えることで、サッカーへのアクセスをより一層推進する。

JFA2005年宣言

Access for All



• 講習会受講等の環境が整備されていない
（障がい者、外国人）

• マイノリティー理解の教育が十分でない

• 女性の自己肯定感が低く、責任あるポスト
に対して躊躇してしまう

• JFAや47都道府県サッカー協会(FA)、加盟
団体等に明確な窓口が設置されていない

• パートナーとの共創に開拓の余地がある

• 競技場に託児所がない、もしくは利用した
い人のニーズに情報が届いていない

• 外国人や障がい者などに対する情報提供
や伝達が十分ではない

• 障がい者が観戦する際にスタジアムへの
アクセシビリティが良くない

• センサリールームなど、多様な障がい者が
楽しめる設備が整っていない

• 子どもがいる選手のプレー環境（託児所な
ど）が整備されていない

• 中学校以降の女子チーム数が少なく、プ
レーする環境が少ない

• 外国人のプレー環境が整備されていない

• 障がい者が身近で安全にプレーできる環
境が少ない

• 経済的理由でサッカーを続けられない

アクセス・フォー・オールへのチャレンジ（一例）
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する 見る 関わる

本人の問題と捉えずに、社会の課題としてと捉えることが重要 社会モデルへの転換
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アクセス・フォー・オールの取り組みを通してサッカーを「文化」に
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JFAの理念
サッカーを通じて豊かなスポーツ文化
を創造し、人々の心身の健全な発達と

社会の発展に貢献する

JFAの約束2050
1. サッカーを愛する仲間＝サッカー
ファミリーが1,000万人になる

2. FIFAワールドカップを日本で開催

し、日本代表チームはその大会の
優勝チームになる

障がい

LGBTQ

ジェンダー

貧困 高齢者

外国人
障がい

LGBTQ

ジェンダー

貧困

高齢者

外国人

支える/支援する
「みんなのサッカー」が
“当たり前”になる

サッカーが
「文化」になる
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・・・
・・・
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Access for All
アクセス・フォー・オール宣言

誰もが当たり前にサッカーにアクセスできる
多様な「機会」と「選択肢」を持続的に届けることで、
豊かなスポーツ文化と共生社会を実現します

上記を実現するために、

1. 日本サッカー協会は、各リーグや9地域47都道府県FA、および各種加盟団体と共にサッカーを

愛するすべての人がサッカーにアクセスし、誰もがサッカーを楽しみ挑戦できる、多様な「機会」
と「選択肢」を持続的に届けます。

2. ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン（DEI）※の推進において、世界のモデルとなります。

※ダイバーシティ（多様性）、エクイティ（公平性）、インクルージョン（包括性、受容性）、3つの頭文字をとって「DEI」とする

7Access for All



アクセス・フォー・オールの2つのキーワード
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デリバリー 指針

• 一方的に「サポートする」のではなく、多様な
機会や選択肢を確実に届ける。

• サッカー界の活動が実際にサッカーに届かな
ければ、そして繋がらなければ意味がない。

• 指針を示すことで、サッカーに関わる人々が、
サッカーにアクセスできていない人たちがい
ることに気づく。

• その高まった気づきをもって、日常のサッカー
活動を行う。



海外の動向 FIFA, UEFA
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2023年8月にローンチした国際サッカー連盟（FIFA）のプロジェクト。女性の
競技参加、教育、パフォーマンスの向上などに向けて、これまで2年間取り組
んできたものをさらに推進するためにプロジェクトとして始動。

1. Addressing Education Gaps 

2. Empowering through Knowledge 

3. Combating Puberty-Related Dropout

4. Optimizing training amid Hormonal Changes

5. Breaking Barriers and Taboos

6. Enhancing Coach Education 

7. Promoting Access to Screening and Monitoring Tools

8. Championing Research and Resources 

9. Creating Awareness and Education 

The Women’s Health, Wellbeing, and Performance Project Center for Access to Football in Europe

2009年にヨーロッパサッカー連盟（UEFA）の資金提供により、障がい者がよ

り試合を観戦しに来られるような情報提供を行うサイトを設立。各競技場のト
イレや駐車場などのアクセシビリティの情報をはじめ、DAO（Disability 

Access Officer）の情報なども掲載されている。

Total access to experiencing live sport

Total access to empowerment for disabled fans

Total access to knowledge and information

Total access to a disability-inclusive world

Total access to a sustainable environment and climate for all

https://digitalhub.fifa.com/m/6ba55be67a9c6118/original/FIFA-Female-Health-Project-Snapshot.pdf https://www.cafefootball.eu/

Access for All



海外の動向 The FA
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英国「Equality Act 2010」で明示化された9つの分野（宗教・障がい・年齢・人種・性別・性的指向・性自認・妊婦・婚姻関係）に対する差別禁止をもとに、「In 

Pursuit of Progress initiative」や「The Football Leadership Diversity Code」など、さまざまな取り組みを実施。グラスルーツではEDI（Equity, Diversity 

and Inclusion）カレンダーを作成し、積極的に啓発を行っている。

Equality, Diversity and Inclusion Strategy “A GAME FOR ALL”

https://www.thefa.com/news/2023/sep/25/fa-equality-diversity-inclusion-calendar-2023-24-20232509https://www.thefa.com/news/2021/oct/08/a-game-for-all-fa-equality-diversity-inclusion-strategy-2021-2024-20210810

Access for All



関係する主なステークホルダー
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Access for All
アクセス・フォー・オール

～豊かなスポーツ文化と共生社会の実現～

各種連盟9地域・47都道府県サッカー協会

⚽サッカーファミリー ⚽グラスルーツクラブ

地域
自治体

Access for All

選手会



今後のアクションプランについて
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Access for All
アクセス・フォー・オール

～豊かなスポーツ文化と共生社会の実現～

事業を通じた推進 個別課題の検討啓発活動

「AfA宣言」を皮切りに、ハンドブックの配布やシンポジウムなどを活用することでAfAの考え方について啓発するとともに、競技会や指導
者講習会など各事業を活用した推進活動を行う。それらの啓発活動を通してサッカーファミリーにAfAの考え方を浸透させることで、

「多様なサッカーファミリーと楽しむのが“当たり前”」となるような状態を目指す。
また、トランスジェンダーの競技参加ポリシーなど、個別の課題についてはワーキンググループでの議論を開始し、課題解決に向けた取
り組みを実施する。

アクションプラン① 宣言

アクションプラン② アクションプラン③ アクションプラン④

（例）ガイドライン/ハンドブックの制作・配布 （例）各種大会への参加 （例）トランスジェンダープレーヤーの競
技参加に関するガイドライン策定

Access for All



アクションプラン①
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AfA宣言
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※イメージ

2024年1月1日の日本代表戦（国立競技場）で発表する。
JFA、Jリーグ、WEリーグ、Fリーグ、障がい者サッカー連
盟（JIFF）等が連携し、共同宣言を行うことでサッカー界全
体で取り組むという意思表示を行い、社会へ向けてアクセ
ス・フォー・オールの考え方を発信する

Access for All



アクションプラン②
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啓発
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サッカーに関わるあらゆる機会を活用し、アクセス・
フォー・オールの認知度を高めることで、アクセスが阻害
されていることに気づいていない人に気づいてもらう

（例）
• AfAガイドライン/ハンドブックの制作・配布
• 試合会場でのフラッグ掲出、ムービー上映
• Awareness days/weeks/monthなどの設定
• シンポジウムの開催
• パートナーとの共創
• 取り組み事例の発信

※イメージ

Access for All



アクションプラン③
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事業を通じた推進
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ママ・パパ、障がい者（とその家族）、外国人など多様な
人々が大会や講習会に参加しやすくなるような情報発
信や、実際に参加できるような環境の整備を行う（必要
に応じて、大会参加規則や登録規則の改定を検討する）。
また、パートナー企業と連携し、社会課題の解決に向け
た取り組みを共同で実施する

（例）
• 各種大会への参加
• 指導者講習会や審判講習会への参加
• パートナーとの共創事業

※イメージ

Access for All



アクションプラン④
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個別課題の検討
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それぞれの分野で発生している個別課題の解決に向け
ては、分科会を設け、個別に対応策を検討する

（例）
• トランスジェンダープレーヤーの競技参加に
関するガイドライン策定

• 登録制度（外国人の準加盟など）や、大会参
加規定の検討

• 障がい者のスタジアムアクセシビリティの改善
• その他

※イメージ

Access for All



スケジュール（案）
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役員・リーグ説明・理事会局内外承認

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

AfA宣言

ハンドブック

シンポジウム

代表戦

宣言

制作 配布

開催

組織体制 ワーキング・グループ TBD

1月1日

Access for All



今後の推進体制
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• 宣言発表後も引き続き活動の推進、および情報連携のため、会長直下のワーキンググループとして活動を行う。

• 参加メンバーは、現メンバーに加え、テーマや状況に応じて関係する連盟や団体のキーマンにもご参加いただく。

• 個別課題の検討については別途、分科会を開催し、課題解決に向けた取り組みを推進する。

Access for All



今後の施策展開方針
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• 宣言後、加盟団体や47FAへの理解浸透活動を行いながら、シンポジウムなどを活用し、好事例の横展開など

を実施していく

2024年 2025年 2026年

理解浸透活動

好事例の横展開

シンポジウム シンポジウム シンポジウム



Thank you.
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